
Q2・『目標のこと』を読んで、思ったことを答えてください。

全員がずっとタブレットを持ってる訳じゃないので、紙の本がすぐ読めるように教室に学級文庫がある環境
が良いです。
難しい目標だと思いました。
いいと思います。
へんだなとおもいました。
もっとみんなが、本を読むようになってくれたら良いなと思います。
読書を親しむとかその環境を作るのはいいと思います。
身近な所に本があることはとても嬉しく、読書に親しむことができる環境をつくってくれていることに感謝して
います。そして、生活していく中で、本を読み、楽しく学べることができるのはとても素敵なことだと思います。

いっぱい本を読みたいと思いました
子供だけでなく大人や障がい者のことまで考えていることに感銘を受けました。自分も本が好きなので環境
の整備に協力したいです。
そうなんだなって思った
なんかむずかしい。ことばがむずかしい。
今子どもの読書離れが進んでいる原因には小さい頃からの読書の習慣がないこと、読書にふれる機会が
減っていることにあります。私自身もだんだん読書の機会がなくなっている感じがあります。なのでこの目標
はとてもいいと思いました。
子供はあまり自分から本を読もうとしないので手の届くところに本を用意し、読む機会を与えるのについてと
てもいいと思いました。また、外国人や障害のある人も本を読む機会が生まれるのもとてもいいと思いまし
た。

障害のあるこどもにもいろいろな本を読ませてあげたい
正直私も本を読む気合いはほとんどないし本＝めんどくさいことってイメージが正直ついちゃってるけど、本
に興味がないわけではないし読んでみたいなとは思うからこの活動を通して自分も本が好きになれればな
と思う。
もう少し子供にもわかりやすくしたらいいと思う
全ての子どもが、いつでもどこでも自分から読書に親しむことができる環境をつくるというのはとても良いこ
とだと思います。読書により得られるものは多いと思うので、たくさんの人に本を読んで欲しいと思います。

いいとおもいます
みんなに本を読んで欲しいと思った。
親も本を読むと子供も一緒に読む事があると思います
良いと感じた。
本を読むことは大切だと思う
とても良い計画だと思いました
図書館にもっと色んなジャンルを増やしたらいい
手に取れる位置に本を置くのはとても良いことだと思う。学校の教室や廊下に学級文庫があると友達を待
つ時間に手に取りやすい。
また、電子書籍は読書がまだ習慣づいていない人には良くないと思う。すぐに別のアプリに切り替えたり広
告があったりするため邪魔が入りやすい。ページを開くとそれしか目に入らなくなる紙の書籍から勧めた
い。
すでに読書週間がついている人や日本語以外の言語を使う人に対しては場所も食わないし軽いので電子
は良いと思う。

スタンプラリーを作ったらいいと思います。中央図書館などで、本を1冊借りたらスタンプを一つ押してもらえ
て、そのスタンプラリーの紙の下に「借りた本の中で一番素敵だと思った本」という、自分で文章で書いても
らうスペースを用意したら本を読む力もつくし、文章を書く力もつくのでいいと思いました。（例えばスタンプ
がたまったら図書カードをプレゼントなどというのもいいと思います。）書いてもらった感想は図書館の入り
口に「読書の木」などとして作ったスペースに内容を載せたらいいと思いました。



Q3・『大切にすること』の①「みんなが本を読みやすくなるように工夫すること」を読ん
で、思ったことを答えてください。

どこに行ったら、どの本が読めるのかすぐわかるように、タブレットに配信したらわかりやすいと思います。
いいと思いました。
いいと思います。
おとなといっしょによみたいです。
子ども達から、人気のある新刊をすぐに取り扱いを図書館でしてくれると、良いと思います。
読みやすい本を増やすのはいいと思います
それでいろんなジャンルの本を増やしたほうがいいと思う。利用しやすい本とありますが、目の不自由な人に点字を使った本や、自動的にAIが本を音読して聞かせて
くれる本があるともっと利用しやすい本が増えるのではないかと思います。

タブレットで本を借りてみたいと思います
ただ工夫するだけでなくなぜ本離れが進むのかアンケートを実施するべきだと思います。利用しやすい本も
何の本であれば読むのかを調査するべきだと思います。

読みやすくするのは大事だなと思った
本を読んでいて、ここが良いというページがたくさんあるとき、しおりがいっぱいあると良いと思う。
読みやすい本を増やすということで、子どもが読みやすいと感じるのは文字が大きかったり、挿絵があった
り、本の大きさが丁度いいといったところだと思います。なので小さい子に合わせた本が増えれば小さい子
の本への好奇心が上がり、本を読む習慣が増えると思います。

ほとんどの人がスマホなどを持っていて、電子だと読みやすいと感じるかもしれないと思ったのでとてもいい
と思いました。

文章の言いたいことがよくわからない
小さい頃に読んだ絵本の感覚を思い出してもらう。小さい子じゃないから絵本を読んじゃダメじゃなくて別に
本に代わりなはないから本へのハードルを下げることが必要だと思う。

すごく分かりやすかった
いつでもどこでも読めるのはとても嬉しく思います。さらに、安心して読書できる空間というのも良いと思いま
す。静かな空間で落ち着いて本を読めるのも大切だと思うからです。

デジタルの本がすくないのでもっとふやしてほしいです。おかあさんにたのんでもさがせないことがおおいの
でもっとわかりやすくしてほしいです

いいと思った。
最近はスマホなどの電子機器を持つ学生が多いいから本をデジタルでも読めるようにするのは良いと思い
ました

良いと感じた。
読書はいいことだけど、興味のない本を読むのは苦痛でしかないと思う。みんな、何か一つは好きな物、
事、があるはず。それについて読んで、知識を深めたらいいと思う。

ふりがなをふってみる
文字を大きくしてみたりするといいと思っていますタイトルの工夫
前にも書いたようにデジタルの書籍は(少なくとも読書ビギナーには)あまり良いと思わない。
本は高いので学校や図書館の充実はとても大事だと思う。学校や図書館に日本語の本だけではなく外国語の本なども取り入れたりしたらいいと思います。すると幅広
い人たちに本を読んでもらえると思います。



Q4・『大切にすること』の②「本を好きになるきっかけを作ること」を読んで、思ったこ
とを答えてください。

釧路の図書館は新しくなって、図書館の中に本をゆっくり読める場所が増えました。靴を脱いでじゅうたんの
上で読んだり、おしゃべりしたい人は周りに迷惑をかけないように、おしゃべりしながら過ごせる部屋もあり
ました。旭川もそういう場所がたくさん増えて、図書館に行くのがもっとウキウキ気分になるとみんな行くと思
います。

いいと思いました。
いいと思います。
つくらなくていいとおもいました。
いろんな、本のイベントをしてほしいです。
物語などの触れ合いの場を作るのいいと思うので、物語などで読み聞かせを広めたり、いろんな物語の本
を用意すると良いと思う。

中学校の朝読書の時間や小学校での読み聞かせを引き続き行ったり、中学校では朝読書以外で本を読む
機会が中々ないので 1時間いっぱい好きな本を読んだり、本に向き合う時間が欲しいです。

楽しむこととありました
『本に触れる機会を増やす』という取り組みはとても良いと思います、特定のジャンルに絞らず幅広い種類
の本を取り寄せるべきではないかとも思いました。

思ったことはあまりない
文字がいっぱいだとわかりにくいから、絵がたくさんとか、文字も少ない本が良いと思う。
小学生から本を読むことが完全に個人に委ねられるので図書館に行く子、行かない子の差がつくと思いま
す。なので小学生に向けた読み聞かせや本のイベントを増やし本に触れさせると良いのではないかなと思
います。

いまはスマホを誰でも持っている時代なので、本を読みたいと思う工夫についてどんなことをするのか、もっ
と知りたいと思いました。スマホではなく読書になったらとても良いと思います。

いいとおもいます。
最近、地域の人との交流が減ってることが気になっているからそこと結びつけば二つの課題が一気に解決
できるんじゃないかと思う。

すごく分かりやすかった
話し言葉だけでなく物語特有の言い回しなどは読み聞かせや、紙芝居などイベント時に触れる機会が多い
と思いました。そのため、更にたくさんの人に、本や文についての素晴らしさを知ってもらえる機会を増やし
て欲しいと思います。

もっといろんな本がしりたいです。でもしる方法がわかりません。
おもしろい本を用意するといい。
低学年などに読み聞かせなどをするのはいいと思いました
良いと感じた。

大人が、これを読ませたいとか、読んだほうがいいと思う本が、必ず子どもたちが興味を持つわけではない
から、自分の興味のある事への追求心で本を選んだらいいと思う。

自分の好きな本をつくると、毎日の楽しみや自分からこの本読んでみようかなーなど楽しみが増えるかもし
れないからとても素敵な案だなと思いました

本の読み聞かせがあるといい
私自身小学校低学年までは図書館で開かれる絵本作家さんのワークショップの工作が大好きだったため
そのようなイベントを開くととても良いと思う。

旭川市のイベントで、「かみしばい体験！」などをやったり、人がたくさん集まりそうなところで幼稚園生など
が、みんなに読み聞かせをするイベントなどもいいと思います。



Q5・『大切にすること』の③「子どもの読書を助けるために大人も勉強すること」を読
（よ）んで、思ったことを答えてください。

勉強する大人が増えたら、児童会や、家庭文庫「じゃんけんぽん」は本も読めるし遊べるし、読み聞かせし
てもらえて最高な場所なので、そういう場所が増えると良いと思います。

いいと思いました。
すごくいいと思います。
おとなもべんきょうしてほしいです。
新しい本を、いろいろ知ってほしいです。
大人も本を読んで、次の世代に伝えていくのはとても良いと思う。
アプリで楽しく自分に合った本の種類を探して、それについて大人に詳しく聞くことができる環境をつくってい
くことができたらいいのではないかと思います。

勉強するところをいっぱい作ってくれたら、借りた本を読むところができていいと思います。
読み聞かせの練習だけでなく、授業の中で授業内容に関係する本の紹介をするのもいいと思います。
平等はいいですね
一緒に遊んでもらう。
読むときに、本物みたいな話し方をする。子どもが理解できない言葉もあったり、何を読みたいのか分からない子もいると思うので本の知識を持った
大人がそのような子達をサポートするのはとてもいいなと思いました。子どもたちがどのような本を好んでい
るのか、楽しみながら読めるのかなども勉強に含めるととても良くなると思いました。

その人にぴったりな本を教えてくれると、好きな本に出会えるので読書をする習慣がつくので良いと思いま
した。

よみきかせの会を増やしたりするということでしょうか？おとなの勉強の内容があんまりわからない。
本の歴史や雑学も合わせて聞ければより興味が湧く。
もう少し工夫したらいいと思う
自分たちに本の素晴らしさを伝えるために学んでいただけるのはとても嬉しく感じますし、更に伝えたいとい
う気持ちを感じると、知りたい！もっも教えて欲しい！と思えるので、とてもいい取り組みだと思います。

だれかががんばるのじゃなくて旭川市のおとなみんなが本を勉強したらいいとおもいます。
うちの父さんは本をたくさん読んでます。
図書館などで働いている人だけではなく子供がいる親も本に詳しくなれば子供が読むと思います
良いと感じた。
普段から本を読まない人に、読ませるのかなり難しい。まずは読書を楽しい事だと思えるように、自分の興
味がある本を読んで、知識を深めたり追求したり、もっと知りたいとか、これは何だろうとか、自分から読み
たくなる気持ちを持たせることが大切だと思う。

子どもたちにピッタリな本をしょうかいする案
はとても良い案だと思います大人も積極的に図書館に行けるようにする
私が児童書を卒業したきっかけが図書館の司書さん達におすすめの本を聞いて回って好みが近い人に毎
回話しかけに行って読書友達になったことなので、司書や周囲の大人を活用しても良いということを周知さ
せると良いと思う。
図書館友達なんてできると毎週その人がいる時間目掛けて図書館に行くようになるから最高。

図書館で勉強している高校生などが座る席などに、「子どもとの交流が好きですか？？」などの質問コー
ナーを用意しておいて、そこで交流が好きですと答えた人に、「小学生の子供たちの好きな本を認知できて
いるか？の会」などに参加してもらい、そこで「楽しかった！」と感じた人が将来子供達にぴったりな本を探
す仕事をしてくれるかもしれないので、そこでまた新しく子供達にぴったりな本を探せる人が増えると思いま
す。



Q6・『大切にすること』の④「読書の大切さを広めていくこと」を読んで、思ったことを
答えてください。

私は本が好きです。読み聞かせしてもらうのも大好きです。図書館で働いている人が優しくしてくれるので、
図書館が好きな場所になりました。

いいと思いました。
よくわかりません。
いいとおもいます。
ネットで、話題の本を紹介する事は、すごく良いと思います。
SNSを使い本を紹介して広めるのはとても良いと思う。
地域の活動に地域の人たちで集まり、自分の好きな本の作品などを紹介したりして交流する機会や、読書
の楽しさや大切さを伝えること、広めることができる機会を設けてもらえると嬉しいなと思います。

お友達にすすめたいと思います
SNSでも子供達が見なければ意味がないのでTikTokなどのショート動画を活用すると良いと思います。

その活動はいいと思います
広め方の提案なのですが、やはり授業でやるのをオススメしたいです図書館でもらえるしおりに
本を読むことは大切だよ
ってかいてみる

今は小さな子もsnsを上手に使っている世の中なのでsnsを使うことはとても現代的な素晴らしい案だなと思
います。お知らせだけではなく、スマホで簡単に参加できるイベントだったりも行うとより拡散力などあるの
かなと思いました。

プリントはすぐ捨てたりしてしまうのでSNSを利用するのがとてもいいと思いました。
学校の授業や図書館で読み聞かせを多くするといいとおもう
ＳＮＳをうまく使えれば本当に大きな影響力になるし、実際に合わなくても交流することができるから、上手く
使えば良い結果になると思う。

すごく分かりやすかった
SNSが普及した現代での娯楽はほとんどインターネット上のものになっていますが、このように読書の大切
さ重要さを周知するのは現代社会において、とても重視されるべきことだと考えます。

毎週おすすめの本のプリントをくばるといいとおもいます。学校でもらったら見るからです
メディアをやめて読書の習慣がいいと思います。
親に本を広めたと子供にも伝わるから子供にだけ本を広めるのじゃなくて親にも広めるのは大切だと思い
ました

よいと感じた。
読書は大切だけど、面白いと思えない本を無理矢理読まされても、読書が嫌いになるだけだと思う。物語や
童話が好きじゃない人もいる。その人、その人が興味のあるものを深められるような本を選ぶべきだと思う。

読書の楽しさを子供達に紹介すると小さい頃からたくさんの言葉がしれたりするからこの案はとても良い案
だと思います
たくさんの人に本のいい所を拡散する
読書の大切さを知らない大人はいないと思う。
私が読書をたくさんするようになった理由がママによる読み聞かせと母が本を読む姿をよく見ていたこと、よSNSで直接子供に伝えるのは難しいと思います。小学生などはあまりSNSを使わないので、子供に直接
SNSで発信しても30人に2人が見るかどうかぐらいだと思います。一方で、学校で配られたチラシなどにQR
コードがついていて、そのQRコードを市から借りている学校のタブレットなどで読み込んで見ることなどはで
きると思います。



Q7・そのほか、この計画について、思ったことを自由に答えてください。
例えば、どんな取組があったら良いか、また、どうしたら読書の楽しさが伝わるかな
ど、アイデアを教えてください。

気持ちいい所で本が読めたら最高なので常磐公園でピクニック図書館を開いてほしいです。
あとは、イオンとか大きな場所でイベントをやったら楽しそうです。

字が少ない本を教えてほしいです。
じがないまんがのほんをよませてほしいです。
違う学校の図書館に行って、違う本を知ったりする機会があるといいなと思いました。
図書館などで、どのジャンルが売れているか確かめる。そしてあまり読まれていないジャンルを調べ、その
ジャンルの良さを伝えることをした方がいいと思う。

目の不自由な人や読むのが苦手な子どもなどが利用しやすい本を増やしたり、自分に合った本を診断する
アプリを作ったりする取り組みがあったらいいなと思います。そして、身近に本に手を伸ばすことのできる環
境作りや簡単に本と親しむ環境作りができたら良いのではないかと思います。

旭川の歴史や地域の面白いことを掲載した本を各学校に配布したらいいとおもいます。 　(お金かかります
が)

興味があることの本を見せたらいいと思います
自分の好きな本のキャラクターとか物を、人形とかおもちゃにするとよいと思う。
僕は、石が好きで、石の図鑑も好きです。読みたい本が図書館をどんなに巡ってもなかったり、中々見つけられないと次回からは図書館に行こうとい
う気が無くなってしまいます。なので大きくない地方の図書館などのラインナップをもっと増加してはどうかな
と思います。私の住む地域の図書館は小さい子たちにはとても丁寧な本の展示をしています。ですが中高
生向けの本になってくると見つけられなければ、最近の本がないように感じます。もしできるなら年代別のお
すすめの本コーナーなどを作り若者が本を読む意欲が湧いてくるような工夫のある図書館だといいなと思
います。

もっと読書の大切さや利点を伝えると良いと思いました。
「想像する力」ということばの意味が難しくてよくわからなかった。
じっさいに何をするのか、わかりにくいところがおおい。町内の公民館などで高齢者と子供たちが共に読み合う読み聞かせ会を開催する。自分の町内はコロナや
予算の影響があってから、たくさんあったイベントがほぼ無くなってしまって、同じ町内なのに知らない人が
ほぼになってしまっているからこの企画を行えば本の魅力を伝えると同時に図書館に行く機会も与えること
ができると思う。

読書を楽しむには言葉の意味を理解すること、登場人物の感情や立場を理解するところから始まると思う
ので、幼い頃からの絵本の読み聞かせや、更に理解を深めるために学校で学ぶ国語の授業が大切だと思
います。

大阪の図書館みたいにかっこよくてきれいな図書館ができたらいいとおもいます。そしたらみんな行くと思い
ます。駅前を駐車場にするんじゃなくて大きい図書館にしたらいいとおもいます。

自分の好みの本をみつければ読書が楽しくなると思います。

本は漢字の読み方、文の理解など本は自分のためになるので子供に読書を沢山してもらう計画は良いと
思います

毎回違うテーマを決めて、読書会を開いたらいいと思う。例えば、今回は『昆虫』とか、次は『クッキング』と
か、『恐竜』とか、『乗り物』とか、『手芸』とか、色々あると思う。すべての人が、同じ本を読みたいわけじゃな
いし、好きな物や事も違うのだから、テーマを決めて、それに興味がある人達が集まって、それに関する本
を紹介したり、読みあったりしたら、知識も増えて、自分の趣味が深まると思う。
よくある、推薦図書とかは興味をもてないと、読もうと思わないから、つまらない。

目が悪かったりしたら文字が小さいととても読みづらいから文字をおおきくしたりすると良い思います
マンガ風の教育本を増やす
私自身小中学生の頃は本の虫であった。
スマホを持ち始めてからは読書をする機会がぐんと減ったが、今でも一度ページをひらけば読み切るまで「旭川市小学生本の帯・ポップ手作りコンクール」などを開催して、その入賞した作品を帯やポップをつけた
まま、今月のおすすめや今月のおすすめ本などとしてそれをQRコードで読み込んで子供が学校などでみら
れるようにするなどもいいと思います。


